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１ 各主体の役割 

自殺対策は、家庭や学校、職域、地域等社会の全般に関係しており、総合的な対策のた

めには、多分野の関係者の連携と協力のもとに、効果的な施策を推進していく必要があり

ます。 

このため、医療・福祉関係者、民間団体・行政から構成される「栗東市自殺対策推進協

議会」を通じて、自殺対策を推進していきます。 

また、自殺対策の推進のため庁内の関係課から構成される「栗東市自殺対策連絡会」に

おいて、実効ある施策の推進を図るとともに、全庁的な関連施策の推進を図ります。 

 

 

① 市の役割 

市民に身近な存在として、相談窓口の充実と周知、個別支援の充実、自殺対策計画の

策定、実施と検証のＰＤＣＡサイクルの実践等、全庁を挙げて自殺対策の主要な推進役

を担います。 
 

② 関係団体の役割 

自殺対策には、その背景にある複合的な要因への対策が重複する部分が少なくありま

せん。このため、関係団体においては、相互に緊密な情報交換を行いながら、連携した

取組を進めます。 
 

③ 教育関係者の役割 

児童生徒のこころとからだの健康づくりや、SOS の出し方をはじめとした生きる力を

高めるための教育、自殺予防のための教職員の研修等により、子ども達の自殺予防の取

組を進めます。 
 

④ 職域等の役割 

  仕事における強いストレスや不安を抱えている従業員に対するメンタルヘルスケアの

取組を一層推進し、ストレスの要因となる職場環境の改善や、うつ病の早期発見と早期

治療等への取組を進めます。 

  

⑤ 市⺠の役割 

市民一人ひとりが自殺対策に関心を持ち、理解を深めることが必要です。身近な人が

悩んでいる場合に、早めに気づき、気になったら「声をかける」、「話をよく聴く」、「寄

り添いながら必要な相談先につなぐ」ことが大切です。 
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２ 計画の進捗状況の管理・評価 

本計画の着実な推進にあたっては、計画の推進に必要な事項について審議するとともに、

本計画策定後も、計画の進行管理を行っていく必要があります。 

進行管理の点検にあたっては、管理手法の基本的な考え方である「PDCA」サイクルを取

り入れた計画の進行管理を行います。本計画を策定（Plan：計画）し、それに基づいた事

業の実施状況（Do：実施）について、計画推進における課題や取組の妥当性に関する評価

（Check ：評価）を担当課や関係部署において行い、その結果を「栗東市自殺対策推進協議

会」における計画や施策の見直しの基礎資料として活用（Action：見直し）することで、

年度毎の施策の見直しや計画の改訂（Plan）につなげ、継続的な改善に取り組みます。 
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■循環型のマネジメントサイクル（PDCAサイクル） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ACTION（見直し） 
● 「栗東市自殺対策推進協

議会」における見直し 

PDCA サイクルによる 

計画・取組の 

継続的な改善 

PLAN（計画） 
●「栗東市自殺対策計画」

を更新 

DO（実施） 
●計画に基づく取組の実施 

CHECK（評価） 
●自殺者、自殺未遂者の 

状況の把握 

●担当課による自己評価

の実施 

●達成状況の把握 


